
日時 ： 令和7年1月13日（月・祝）13：30～16：00

会場 ： 丸亀市役所２階201.202会議室

講師 ： 長津 結一郎 氏 九州大学大学院芸術工学研究院准教授

松岡 弘樹 丸亀市協働推進部まなび文化課 市民会館開館準備室長

参加者 ： 18名

「よこぐし」のアートマネジメント講座
第１回



松岡 弘樹：文化芸術の公共性について



長津 結一郎 氏：
「自分ごと」からはじめる

あらゆる領域をつなぐ文化芸術の特性について



古賀 今日子 氏：次回の講座について
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Nagatsu Yuichiro｜Kyushu University｜2023/09/16

撮影：富永亜紀子

「自分ごと」からはじめる 
あらゆる領域をつなぐ文化芸術の特性について 
2025年1月13日  
「よこぐし」のアートマネジメント講座 

長津  結一郎 
九州大学大学院芸術工学研究院 
未来共生デザイン部門　准教授

1

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

本日の流れ

自己紹介～わたしの「自分ごと」 
芸術文化の価値って何だろう？ 
アートマネジメントの視点 
ワークショップの持つ視点 
最後に
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

自己紹介～私の「自分ごと」
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

高校時代の経験 

　　　↓　　 

アートマネジメントとの出会い

障害のある人の前で演奏した体験 
→   社会に音楽を「演出」したい

（学部への志望理由書）
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

音楽への関心から、
アートマネジメントの研究へ
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

AARサイクル

A: Anticipation

A: Action

R: Reflection

“こうなるといいな”を考える

とりあえずやってみる

ふりかえってみる

Cycle: みんなで考える
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

やってみて、振り返る。 
それを続けていたら 
いつのまにか 

知らないところに辿り着いた。

7

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

https://www.og-cel.jp/column/1291290_15959.html
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

芸術文化の価値って何だろう？

9

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

文化芸術推進基本計画（第1期）が掲げる価値
• 芸術の「本質的価値」 
• 芸術の「社会的価値」 
• 芸術の「経済的価値」 
 
→　芸術が持つ波及効果に着目する
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

イギリスの研究プロジェクトの成果から
• 個人の内省による変化 
：自分自身や自分の人生についての理解を深めること、 
　他者に対する共感を高めること、 
　人間の経験や文化の多様性を理解することなど 

• 個人の幸福感 
• 市民的関与 
• 都市再生に向けた機能 
• 長期的な地域経済への影響 
：コミュニティ・社会・経済レベルへの波及

「芸術文化の価値とは何か　個人や社会にもたらす変化とその評価」
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

芸術が社会につながる？　 
社会が芸術でひろがる？
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

撮影：富永亜紀子
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

14

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

振動しているのは 
わかる。 
でもこれって 
音楽なの？
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

撮影：富永亜紀子
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

18

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

出会った人たちと 
かかわることで 

自分も作品も変化していくこと。
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

アートマネジメントの視点

20



Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

21

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

アートもマネジメントも人から始まる
• アートの語源はラテン語で「ars（アルス）」＝人によるさまざまな技術 

• マネジメントの語源はラテン語の「manus（マヌス）」＝「手」 
＊馬の手綱をさばくという意味も 
＊暴力、力という意味も 
 
→「アートもマネジメントも人から始まる」
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

演劇の制作さんがやっていること（例）
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

2つのアートマネジメント
芸術を観客に紹介する 

芸術家の活動を保証し創造を可能にする 
（狭義のアートマネジメント） 

＋ 
芸術によって、社会の持つ 
潜在能力の向上を支援する 
（広義のアートマネジメント）
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

2つのアートマネジメント
芸術を観客に紹介する 

芸術家の活動を保証し創造を可能にする 
（狭義のアートマネジメント） 

＋ 
芸術によって、社会の持つ 
潜在能力の向上を支援する 
（広義のアートマネジメント）
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

アートマネジメントの視野
• 芸術そのものが振興されるにはどうしたらいいか？ 
• 芸術に関わる「人」が豊かに芸術活動を継続するにはどうしたらいいか？ 
• 社会制度として芸術家の活動をどのように保障できるか？ 
 
↓ 
 
アートの場のデザインとしてのアートマネジメント
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

合理的配慮　→   理にかなった調整
• 合理的配慮（障害者差別解消法にともなった措置） 
• 英語では “reasonable accommodation” 
• どちらか片方の「合理性」により「配慮」されるのではない 
• 「均衡を失したまたは過度の負担を課さないもの」を 
「必要かつ適当な変更および調整」していくもの 

• ①当事者からの要望　②「建設的対話」　③具体的な調整 
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

働いている人たちが 
参加しづらい場合は？

大規模な催しで、混雑で 
ストレスを感じないためには？

言語の壁が、 
作品の理解を妨げる場合は？
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

アートと社会の間に立ち、 
手綱をさばいて、 
自分も変わる。
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

ワークショップの持つ視点

30

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

31

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

ワークショップ？
• もともと「工房」「作業場」という意味（workshop） 
• 中世ヨーロッパでの職人の学習・製造の場から始まった 
• 現代では「創る活動」と「学ぶ活動」を統合する形式へと進化 

• 参加者による体験的な活動に基づいた共同の学び

32



Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

https://www.ritsumei.ac.jp/kyoshoku/kankobutu/file/kiyo_special/01.pdf

中野民夫「ワークショップ」より

33

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

Workshop 1.0

Workshop 2.0

Workshop 3.0

到達目標が 
あらかじめあり、 
ファシリテーターが 
具体的にワークショップ 
プログラムを準備 

構造化⇄自由を奪う

おおまかな目標。 
結果として具体的に 
何が生みだされるか、 
参加者が何を獲得するか 

予想出来にくい 

テーマの範囲内の自由⇄ 
学びの格差

文脈に応じた目標設定 
比較的長時間かけて 
目標の達成を図る 

参加者の「いま・ここ」感 
⇄進行の難易度の高さ

https://www.ritsumei.ac.jp/kyoshoku/kankobutu/file/kiyo_special/01.pdf

34

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

全員が参加できる場 
芸術文化の技術を教えたり向上させたりするのではなく、 
　相互作用のプロセスに注目する場 
芸術家のやりたいことの本質がとらえられている場 
参加者がいつのまにかその芸術の本質を体験してしまう場 
芸術文化の新しい魅力に気づく場 
芸術文化が人と人、人と団体との結節点になる場 
参加者同士の新しいコミュニケーションが生まれる場

大野城市　アートワークショップ6箇条を改訂

35

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

安全な場で、 
アートと社会がつながることで、 
さまざまな波及効果が生まれる。
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

最後に
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

公共文化施設の「公共性」

official 
公的な

common 
共通の

open 
開かれた

齋藤純一「公共性」

38

Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

みんなに共通なものは 
実現可能か？ 

いろんな工夫を凝らす 
開かれた「公共」文化施設。
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Yuichiro NAGATSU｜Kyushu University｜2025/01/13

ありがとうございました！

40



アンケート結果



年齢を教えてください。（任意）
18 件の回答

あなたは文化芸術活動または社会的活動に携わっていますか。
18 件の回答

あなたの活動と接点やつながりがある分野はありますか。
18 件の回答

1/13【第１回】「よこぐし」のアートマネ
ジメント講座アンケート
18 件の回答

分析を公開

コピー

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代以上

11.1%

27.8%

38.9%

11.1%

コピー

0 5 10 15

文化芸術活動（音楽・演
劇・舞踊・芸能・美術など
の活動）に携わっている

社会的活動（社会のために
貢献する活動）に携わって

いる

携わっていない

11 (61.1%)11 (61.1%)11 (61.1%)

6 (33.3%)6 (33.3%)6 (33.3%)

5 (27.8%)5 (27.8%)5 (27.8%)

コピー

0 5 10 15

文化芸術

教育

福祉

医療

地域（活性化や交流など）

子育て

労働安全教育

サポーター的な点

11 (61.1%)11 (61.1%)11 (61.1%)

6 (33.3%)6 (33.3%)6 (33.3%)

5 (27.8%)5 (27.8%)5 (27.8%)

2 (11.1%)2 (11.1%)2 (11.1%)

10 (55.6%)10 (55.6%)10 (55.6%)

5 (27.8%)5 (27.8%)5 (27.8%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

https://docs.google.com/forms/d/1D5BjR9rCuO82mlzakLoZvnA7nPIH1RDwZkcsQHoB1xI/edit#start=publishanalytics


本講座へ参加しようと思った動機は何ですか。
18 件の回答

今回の講座を受けて、感じたことや気づいたことなどについてお伺いします。

自分を見つめ直す、違った価値観と出会う、新たなつながりを生み出すな
ど、文化芸術活動が人や社会に与える影響についてイメージできましたか。
17 件の回答

自分の活動や生活に関する気づきやヒントになることがありましたか。


16 件の回答

コピー

0 2 4 6 8

アートマネジメントに興…

ワークショップに興味が…

昨年までの講座に参加し…

何か新しいことを始めた…

松岡室長の話を聞きたか…

利用中の就労移行支援事…

松岡室長の話。④官武さ…

8 (44.4%)8 (44.4%)8 (44.4%)

7 (38.9%)7 (38.9%)7 (38.9%)

8 (44.4%)8 (44.4%)8 (44.4%)

6 (33.3%)6 (33.3%)6 (33.3%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

1 (5.6%)1 (5.6%)1 (5.6%)

コ

ピ

ー

とてもできた
できた
あまりできなかった
まったくできなかった

35.3%

58.8%

コピー

とてもあった
あった
あまりなかった
まったくなかった

43.8%

56.3%



それは具体的にどんなことですか。
13 件の回答

「対話」「workshop2.0」

価値観の違いで生じる意見のずれ。難しい。犬のことが特に。誰かの苦痛につながることだけ
でもさけられたらいいのに。（人・動物どちらも）人の苦痛を防ぐためにどうしても犬を殺す
なら、せめてその方法を徹底して楽なものにするとか。人は殺せないだろうから。

対話ではAかBの選択ではなく、Cも考える代替という手法も広げたい。

自分とは価値観が異なる人について、当方は違いに気づいているが相手方は一方的に当方を悪
いと決めつけ自分の考えに固守する。冷却期間を置くがどうにもならない人々もいる。そうい
う人々に対しては自分の考えも限度があるなぁと納得できる。譲るばかりもしていられない精
神的なやり方だけでは解決できないこともあるのだなと思う。

価値観や捉え方は人の数だけある。対話によって納得解を導き出すことで自分が豊かになれ
る。

より身近なことに生かしていきたいと思った。

上下へだてのないつながりのできることをしていけるヒントになった。

「人」ということ。「対話」が大事ということ。

正解がないということが理解はあるが…。「失敗してもいい」ということも大事。

「AARサイクル」今の自分のようだ。納得感。

workshop3.0＝自助グループ会…。これは本当に必要かも…。

自分事としての視点から色々な問題点を発想の基点にしていけば、何かしらのマネジメントに
つながるのかなぁ。

同じ空間で、同じもの、ことを共有しても、見え方・感じ方は人それぞれ。

リラックスパフォーマンス、ドラマトゥルクなど初めて耳にするワードがたくさんあった。

「自分のこと」が理解できたら「相手のこと」を理解できる。「芸術って何か」と思ったら
「心の喜びや楽しみ」で、それぞれ個性があると、気づかされる。個性は何かを考えると難し
いけど。

アート、文化芸術がどう自分たちの生活に関われることができるか考えて、何かできそうだと
思った。身近なことからでよいと思った。

仕事。人生の分岐点に立って、今からどうするか？どうなるか？

原点は経験と行動の継続かと思う。



講座に関して意見や感想があればご記入ください。


10 件の回答

縦社会の日本単一民族国家の中で、必要なのはコミュニケーションによる創造文化に学び、社
会に貢献していきたい。

善意と良識の上に立って話をされているが、世の中そういう人ばかりではないなぁと思った次
第です。

次回から楽しみにしています。ありがとうございます。そしてよろしくお願いします。

次回も楽しみです。

◎「文化芸術」という言葉を食わず嫌いの方が多い→全て「よこぐし」にして活動してみて
は？

◎今、劇場工事も建築アート。自分も小さい頃工事を見るのが好きだった。そこからアート思
考もできたので、子どもに「工事現場の見学」でイメージを膨らます機会を。

◎合理的配慮→今の学校「不登校•引きこもり」に通じている。しかし学校でひずみある。理解
されていない。ここ大事かもしれない。

学ばせていただけることが一番！

きいている、インプットの時間ですが、とても楽しかったです。今回は第1回しか参加できない
のですが、来年はぜひ全日参加したいと思います。

介護の仕事を通して、芸術のワークショップを何回か同行した。利用者の変化を実体験して、
素晴らしさがわかるので、もっと多くの人に体験してほしいと思う。

和やかな感じでかたくならずに参加できそうでいいなと思う。

大勢の人に聞いていただきたい講座でした。

毎時毎日の生活感がリアルに表現化される！これからも楽しみに参加します。（土曜日はイベ
ントのため早退か？後参でもよろしければ）

？の側面の発見を知りそれを大切にする。「よこぐし」よく解りました。

このコンテンツは Google が作成または承認したものではありません。 - 利用規約 - プライバシー ポリシー

Does this form look suspicious? レポート

 フォーム

https://policies.google.com/terms
https://policies.google.com/privacy
https://docs.google.com/forms/d/1D5BjR9rCuO82mlzakLoZvnA7nPIH1RDwZkcsQHoB1xI/reportabuse
https://www.google.com/forms/about/?utm_source=product&utm_medium=forms_logo&utm_campaign=forms

